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岐阜県老人保健施設協会 研修
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チーム力アップと業務改善
■第４回：ケアの見直しと業務改善

職員のモチベーションアップの具体策

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽
ブログ、facebookはほぼ毎日更新中、日刊・週刊のメールマガジンを配信
Zoomセミナー、動画講座、YouTubeでも配信中、13年目になる「介護の読書会」主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト
■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１〜２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動
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■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール
リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで
利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い
気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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著書・雑誌連載
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内容
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内容利用者・職員から選ばれる！

介護サービス 経営の教科書
∼⼈を大切にする経営「10」の極意∼



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

チーム力アップと業務改善（全4回）

介護保険のサービスの中でも、老健ほど多職種連携が実施できるサービス
種別はありません。医師をはじめ、看護、リハビリ職、栄養士、ケアマ
ネジャー、相談員、介護職など、多くの職種が一つの事業所の中で働い
ています。

そのため、多職種間の役割分担や相互理解も含めたチームワークの力が求
められます。また、業務も多岐に渡るため、ケアを円滑に行うための業
務の見直しも継続的に行う必要があるでしょう。

本講座は、老健の現場で働く多職種の皆さん、そしてリーダーを対象に、
チーム力アップと業務改善をテーマに4回シリーズで行います。

本テーマの基礎知識の習得とともに、自施設の見直しや、他施設の取り組
みを知る機会として、ぜひご参加下さいませ。

9

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

チーム力アップと業務改善（全4回）

第１回 7月19日（水）
チームワーク強化と接遇・マナー向上、不適切ケア防止の具体策
●チームワーク強化とは
●虐待とは何か／●不適切ケアとは何か／●尊厳とは何か
●利用者からの暴力について／●身体拘束防止の考え方と具体策
●接遇・マナーについて

第２回 8月24日（木）
業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策
●前回の復習・Q&A／●業務の標準化について
●個別ケアについて／●職員育成・成⻑の具体策
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チーム力アップと業務改善（全4回）

第３回 9月15日（金）
チームケアと多職種連携、家族・地域連携の具体策
●前回の復習・Q&A／●チームケア・会議・コミュニケーション
●多職種連携、役割分担／●家族・地域との連携

第４回 10月18日（水）
ケアの見直しと業務改善、職員のモチベーションアップの具体策
●前回の復習・Q&A／●老健におけるケアのあり方と業務改善
●職員のモチベーションアップの具体策
●継続的な学習の重要性とその効果
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内容本日の内容

■ケアの見直しと業務改善
職員のモチベーションアップの具体策

・前回の復習・Q&A
・老健におけるケアのあり方と業務改善
・職員のモチベーションアップの具体策
・継続的な学習の重要性とその効果
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■「ルール」
・法令、理念、行動指針、計画、基準、マニュアル、決め事、など
・1人1人それぞれ異なる考え方、基準がある
→放っておくと、自己流の仕事をする人ばかりになる（何でもあり？）
→業務内容のみならず、人間関係にも支障が出る
→育成や指導もより難しいものになる、当然評価も難しくなる
→ルールは上司が育成・指導・評価を行う時のよりどころとなる

・あったとしても曖昧であったり守られてないと（守らせていないと）NG

■「コミュニケーション」
・普段（対面、電話、メール、チャットなど）
・日々の朝礼、申し送り、連絡ノート
・会議（法人、拠点、部署、役職者、職種、委員会、小集団活動）
・面談
・研修の中のＧＷ

ルールとコミュニケーション
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会議・面談・情報共有の全体像
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■月次（定期開催）
・全体会議：職場全体で、1ヶ月の振り返り、次の1ヶ月の行動計画
・役職者会議：作戦会議
・個人面談：１人１人を知る

■毎日（日々・随時）
・朝礼、夕礼
・業務日誌、連絡ノート
・普段の報連相、コミュニケーション
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会議前後のプロセス
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☑会議前
何を準備しますか？

☑会議本番
何に気をつけますか？

☑会議後
何を行っていますか？
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会議進行表（表紙・議事録になる）
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議題提案書（議事録になる）
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問題・背景

解決策案

予測される効果
その他

検討事項
（会議にて）

議題提案書（議題No．　）　　　提案者　○○

・来客があった時に、誰も気付かず、挨拶ができていない。
・同じような状況で、出ていかれる時にも挨拶ができていない。
・利用者さんが一人で出ていかれる時にも気付かないことがある。

・玄関にセンサーを設置し、受信機をリビングに設置する。
・音が鳴ったら、必ず職員のうちの一人が玄関まで行き挨拶をする。
・手がはなせない場合でも、必ず一人は視線を移し、会釈などをする。

・気持ちよい対応だと感じてもらえる。
・利用者様の離設事故を防ぐことができる。

・接遇面でも安全面でも重要なことなので、徹底して行う。
・8月末までに玄関担当の○○がセンサーを購入、設置し、使用法を連絡ノートに記
し、9月より実施する。
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チームワーク
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■チームワークとは？
明確な目的・目標

役割分担と実施

協力

ルール

情報共有・意見交換

メンバー１人１人の自立・成長
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職員の個性の把握
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自己理解・自己開示の重要性
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強み発見テスト
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■無料版（有料版だと＠2,000〜5,000円程度で詳細なレポートあり）

■基本は英語版のため、
使い方動画も作成した

■強みは弱みにもなり、
弱みは強みにもなるため
一概には言えないが…

■榊原は…
好奇心、スピリチュアリティ（信念）、創造性、向学心、忍耐力
審美眼、熱意、愛情
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強み発見テスト
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■強み発見テストは以下のURLから受けることができます。
https://www.viacharacter.org/Survey/Account/Register?fbclid=IwAR3ilU4Zl
kAsJxKb2iIabSSZXwgEen9MudBd6Jr3EQ5bEeJz6D09jmCOruU

■強み発見テストの受け方については、以下の動画を参考にして下さい。
https://www.youtube.com/watch?v=70WTyaY1pg8

■テストでは、最後に皆さんの強みが示されます。
5位まで出ますので、メモなどをしておくとよいです
（レポートは有料のため、スクリーンショットかメモで十分です）

■有料版ですと、1人2000〜5000円で詳細なレポートがつきます。
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家族との関係づくり、家族支援
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１．電話
２．書面

家族通信（連絡帳）・月ごとのおたより
メール・ケアプランなど

３．会う
送迎、訪問、定期面談（自宅・施設）

■どんな時に連絡するか？
利用日等の変更、事故、体調変化、
ケア内容の変更(オムツの種類等）、助言を要する時
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生活歴・生活習慣の把握
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Q&A
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■面談への取り組み、なかなか思うように進まない。家族との連携はコロナで制限が
あり、思ったように取り組めない
→困っていること、つまずいていることが具体的な方が解決しやすいものと思います
→また、コロナなどは私たちの力ではどうしようもないことではあるので、その中で
いかにやるか？が問われていると思います。

■会議の時に当事者意識を引き出すとか、皆がまんべんなく話をする、意見が出やす
い会議にするにはどうしたらよいかと思います。
→このために、前回ご紹介した議題提案書や、個人ワーク→グループワーク→全体共
有などのやり方があったものと思います。

■面談や記録を入力する時間が足りない毎日なので、どうやってその時間を作りだせ
るのだろうかと思っています。
→必要な業務であれば、限られた時間の中で何を行うか？上司等と相談していくしか
ないものと思います。この場合、現状認識と必要性の認識がずれているとうまくいか
ないことが多いです。
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Q&A
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■スタッフの人数も少なく業務に追われる毎日、利用者様のことを考えて行動したい
けど、優先順位的にスタッフ間のコミュニケーションがおろそかになることがありま
す。いいのでしょうか？
→スタッフ間のコミュニケーション（＝業務）の必要性、重要性をどう考えるかによ
るものと思います。

■ICT、ChatGPTを利用した業務改善の取り組み事例はないか？書類、サマリー、議
事録などをChatGPTを使用して行っている事例等があれば教えてほしいです。
→まだあまり聞きませんが、確実に進んでいくものと思います。
→ケアプランではChatGPTを搭載したソフトは既に販売されています。
→議事録などは、音声をとっておいて「これをまとめて」と指示すると、ある程度い
けるのでしょうか？
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Q&A
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■今回の研修で色々学ぶことができたが、現場の「忙しい」という空気があって、
色々反発が強く、導入方法や行動のタイミングに悩んでいます。
→まずは、面談や会議等で、現場の大変さを把握、理解、共感するところからかな、
と思います。
→あとは、受け入れられやすいものから始めていくのもコツです。

■病院からかわってこられた看護師さんが、老健での看護としての役割をなかなか受
け入れられず、病院でのやり方をとおしてしまい、介護士さんがついていけなくなっ
ている。挙句の果て、老健には向いていない、考え方が違うと言って退職されること
になる。ある程度、話は聞いて、限られた資源の中で話し合いは重ねて改善してきた
が、難しい。退職者を出さない取り組みがあれば。
→異動の際の説明、あとは上司ー部下の指示・命令がどこまで通るか？にもよるかと
思いました。
→次ページをご参照下さいませ。
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仕事とは？
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共通課題にするために
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■「私には●●と見えるのですが、どうですか？」

■「何か事情がありましたか？」

■「利用者さんにとっては●●かもしれないと思うのですが、
いかがですか？」

■「どのようにするとよいと思いますか？」

■「うちとしては●●なんですが、どうですか？」

※相手の言い分を聞くことが大事
色々言ってくるが、一旦は「情報」として受け取る
感情的に反応し過ぎないこと

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

共通課題にするために
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■我慢しない（自分✕、相手〇）

■攻撃しない（自分〇、相手✕）

■アサーティブ（自分〇、相手〇）
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Q&A
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■人員不足が理由でできていないことが多い。優先順位をつけて行っているが、ス
タッフが増えず、どう業務を行っていけばよいか？
→人員不足は色々なものを壊していってしまう・・・と痛感します
→最優先課題が人員の確保、という法人は今多いです。
→あとは、入ってきても抜けていくのなら、それの改善も必要になります

■業務改善について、チームの責任者である自分よりも、年齢・職歴が⻑い部下が多
い環境でのルールづくり、ケアの標準化をどう受け入れてもらうか？その手法につい
て知りたいです。
→相手を知ること、尊重から始めて、そのうえで、責任者としてやりたいことを話し
て、意見交換していくかたちがよいかと思いました。
→相手を尊重しつつも、主導権は譲らない、という立場です。
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Q&A
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■会議の進行については、会議方法、欠席した職員へどのように伝えるか悩んでいた
ところでしたので、参考にして実施していきます。
■業務の標準化をうちの施設でも進めていくことになりました。当施設にあったもの
を作ります。新人教育に使います。
→こうした研修で学んだことを実践されることは素晴らしいと思います！
→ぜひ、またよいご報告をお待ちしておりますし、疑問点など出てきたらご連絡下さ
いませ。

■それぞれの職種に役割があって、それをこなすことはチームにとって大切だと思い
ます。しかし、それにしばられ「これは私の仕事ではない」と壁を作らず、職種の垣
根を越えて助け合えるのが理想の職場であると考えています。どのようにしたら皆が
そのような意識をもって理想を作れるのか？本当にそうなると良いなとよく思います。
→率直に「こう思うんだけど、どう思う？」と問いかけていくこともよいものと思い
ます。
→きっと、味方が増えるのではないか？と思います。
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Q&A
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■離職率がここ数年アップしていきている。職員のモチベーションアップをするには
何をしたらよいか？
→働きやすさ、働きがい、という二軸で考えてみると、何か見えてくるかもしれませ
ん。

■スタッフが減った中、ケアの提供が工夫されずに削られていくケアでいいのか、不
安になる
→限られた人や時間の中で、何をどのように行うか？上司、法人との意見交換が重要
だと思います。

■業務改善をして、みんなが働きやすいように、主任・リーダーさん達で話し合って
いますが、一部のスタッフが反発して、みんながまとまりません。みんなにむけて
「こうやって業務を改善します」とお知らせする時のプレゼンテーション方法を教え
てもらえるとうれしいです（スタッフの興味をひく方法）
→スタッフの気持ちの理解と、問題の共有からかな、と思いますが、次ページもご参
照下さい
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６．業務改善提案
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１．現状を伝える（情報として）

２．理想像（本来あるべき姿）

３．自分の考え（現実的に…、周りと違う意見でもよい）

４．具体的な解決方法の提案
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４．新しいことを始める時
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内容視点

WHY？

WHAT？

HOW？

NOW？
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参考動画
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Q&A
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■どこまでの情報（利用者の様子など）をご家族に報告すべきか悩むときがある（仕
事をしていて忙しい方に電話をすべきか？など）
→業務改善の視点で言えば、まず施設としての標準を決めること、その上で個別対応
かな、と考えます
→また、メール等で行う工夫も重要かな、と思いました。

■介護の現場はサッカーに似ている。その中で自分の役割が確立していなければ、言
葉は悪いが楽な仕事ばかりを選んで仕事する人が出てくる。オムツ交換などは、誰も
知らないふりで、定時交換も実施していない時もあります。そのような職場どうした
らよいか？真面目な人のみがキツイ、モヤモヤする気持ち、退職してしまうと思いま
す。
→私がいた職場では、主任やリーダーとは別に「その日のリーダー」を日替わりで置
いていました。なので、必要な業務が行われない、ということはなかったです。
→やらざるを得ない仕組み（選択する権限を与えない仕組み）を作ることが大事なよ
うに思います。
→あとは、こういう姿勢、態度はうちでは評価しない、とあらかじめ伝えておくこと
も重要です。
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Q&A

38

■業務改善の意識がない。気付きがないわけではなく、仲間内では色々話しているが、
意見として出てこないため、こちらに声が届いてこない。愚痴や文句、うわさで終
わってしまう。以前、紙に書いて提出するスタイルでやったが、提出する人は決まっ
てきてしまった（提出枚数は思ったより多く、たくさんの意見が聞けた）。他によい
方法があれば教えて頂きたいです。
→紙に書いて提出するスタイル、うまくいっているものと思います！
→あとは、やはり個別面談が有効でしょうか？次ページをご参照下さい

■普段、面会の来ない、入所者本人も特に家族に面会を求めていない場合、施設側と
してはどこまで関係づくりを進めればよいでしょうか？（電話でのやりとり、書面で
のやりとりはありますが・・・）
→入所される時の取り決めとしては、●●はお願いしたい、と最初に伝えている施設
があります
→また「入所者本人が面会を求めていない」は、どこまで本当か？分からない気もし
ました。
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面談・会議・研修

39

■面談
・日常のコミュニケーションとともに、
１回15分程度でもよいので、1人1人話を聞く機会を持つことの重要性

・日常のコミュニケーションは、どうしても指示命令・報連相だけになりがち
・意見交換、職員の背景を知るためには、日常とは別に時間をとることも必要
・上司が何かを伝える場、というよりは、職員から教えてもらう場
・部下からしたら、話を聞いてくれる、という安心感
・上司は面談の準備のためにも、部下を見るようになる、という効果もある

■会議
・情報共有、職員同士の意見交換、意思決定・問題解決の場
・面談だけではチームとしての結論を出すことはできない
・面談をやっていると、会議をやりながら職員1人1人の考えも読み取れる
・公の場として、意見を言う場があることの重要性
・出席を確保するための開催時間や手当等の工夫

■研修
・新しいことを知る、再確認する、日常業務を振り返る機会になる
・オムツ交換、口腔ケア等のすぐに役立つ介護技術の研修など入れる
・グループワーク等を通して、意見交換の場にもなる
・会議と同様、開催時間や手当等の工夫（義務と自由参加、動画の活用等も）
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Q&A
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■ご家族のよっては、週に数回来所される方もいれば、全く面会がなく3か月に1回の
計画書のサインのみ来られるという方もいます。そういったご家族から話を聞く機会
もなかったり、帰宅要求のある利用者さんだった場合などもどかしくなることもある
ので、家族支援として何かできることがないか、考えていきたいと思います。
→究極的には家族支援は本人支援になるものと考えています。是非、頑張って下さい
ね。

■業務改善というと上の立場の人たちのイメージがあり、若手だとなかなか身近に感
じられないワードだと思います。若手でもできること、若手だからできることがあれ
ば教えて下さい。
→ワード選びは大切だと思います（ただ、すみません、私が業務改善という言葉にあ
まり抵抗感がないため、この感覚が共有できませんでした）
→若手が何を問題と感じているか？何に困っているか？が「身近」であり「自分事」
になるポイントだと思います。個別面談等で拾っていくとよいように思いました。
→また、若い人材が欲しいのであれば、そのヒントは若手がたくさん持っているもの
と思います。
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本日の内容

■意見交換（１で１周、２で１周）

１．自己紹介（お名前、所属、職種、立場）

２．ここまでのお話を聞いて、意見交換

41
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内容本日の内容

■ケアの見直しと業務改善
職員のモチベーションアップの具体策

・前回の復習・Q&A
・老健におけるケアのあり方と業務改善
・職員のモチベーションアップの具体策
・継続的な学習の重要性とその効果

42
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業務改善～現場を変える！～

43

・経営と現場が一体となって取り組む
・やりたいこととやるべきこと
・テーマ設定
・現状把握（ヒアリング、アンケート、データなど）
・目標設定（具体的な目標・期限の設定、目的・背景も重要）
・改善に向けた作戦（手順、仕込み、上の承認、下の協力）
・意見交換
・粘り強く実施
・反対意見への対応

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

参考事例（全国有料協）

44



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

反対意見への対応、10選！

45

１．現状の共有、問題の共有、目的・目標の共有
→資料として文書化、ホワイトボードも有効、全体像を見せる

２．人対人ではなく、共通の課題に向き合うイメージにする
３．感情的にならない、即否定しない
４．反対意見の背景を知る（その職員の経験等）
５．共通点を確認する（ここまでは同じなんですよね？）
６．現状とそれが続くことの弊害（事実、数値化、時間軸等）
７．よくなることとともに、負荷や懸念についても議論
８．実施体制や進め方に反対の場合もある
９．会議、面談、雑談のハイブリッドで
10．段階を経る、適切に時間をかける、再検討のタイミングも
※根気よく、繰り返し意見交換／インパクト×回数！
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内容業務改善について
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・業務が忙しくて利用者に関われない？
→業務とは何か？業務の定義とは？

・業務改善という言葉は広い
→業務内容の標準化、効率化、うまい人のやり方のヒアリング
→やるべきこと、やりたいことの整理、頻度、優先順位
→やるべきこと、やりたいことと時間（人）との組み合わせ
（必要に応じてシフトの調整、時間帯の変更など）

→そもそもの業務の方向性（自立支援、家庭的など）
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業務表（標準的な1日の業務/業務量/休憩等）
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業務表とは

48

■業務表とは
介護職員が効率的に介護するための介護業務の流れをまとめたもの

■業務表とは
介護サービスを提供する仕組みの骨格
→介護業務の内容と介護職員を対応付けしたもの
→介護業務の作業量はどれくらいで
現状マンパワーで可能かを検討する叩き台

→適正人員の根拠となる
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業務表のメリット・デメリット
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■デメリット
→縦割りになる危険性。職員が自分に割り当てられた役割しかしない。周り見ない。
→スケジュールに利用者を合わせよう、という考え方になりがち
（スケジュールを乱す利用者を問題行動と捉えるようになる）
→本来は、利用者1人1人に日課があるはずなのに……

■メリット
→少ない人数の中で、例えば外出できるタイミングを狙うことができる
（この時間帯なら行ける！この時間帯しか行けない！この時間帯に行くの
は無理。今日は行ける！今日は難しい……など）

→日課表がないことで、何をしてよいか分からず、
ただボンヤリする職員も出る。そういう職員には日課表は必須。

→利用者の状態が変わった時などに、今の人員配置で大丈夫かどうか見直ししやすい
つまり、介護職員にとって過重負担の労働を防ぐことになる
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介護保険部会 とりまとめへ

50
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■ＩＣＴ等の導入ついて、よくある意見

・人不足もあり現場業務がひっ迫していて、
これ以上何か別のものを受け入れられない心境

・そもそも介護現場の業務は定性的であり、定量把握に不慣れ
・新しいものがはじめからうまくいくことはないが、
安全性や使いやすさが気になって否定的になってしまう

・これらのスイッチングコストを超えないといけない

・丁寧に一歩ずつ、人口動態考えても、取り組まざるえないことなど説明
・先駆的に取り組むフロアなど作る
・メーカー等と一緒に取り組む

ＩＣＴ等の導入について

51
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SOMPOケア実証事業の結果公開！

52
高齢者住宅新聞 2022年12月21日
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内容在宅復帰・在宅療養支援機能
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容
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全老健「新 在宅支援推進マニュアル 総論・入所編」より

63

在宅復帰・在宅療養支援機能
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在宅復帰・在宅療養支援機能
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在宅復帰・在宅療養支援機能

65

「在宅ときどき老健」として在宅をメインとした往復利用（リピート利用）で
在宅生活を支援。その結果としての看取り
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在宅復帰・在宅療養支援機能

全老健「新 在宅支援推進マニュアル 総論・入所編」より
66
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在宅復帰・在宅療養支援機能
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2021年改定
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2021年改定
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本日の内容
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本日の内容
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本日の内容

72



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容
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内容科学的介護４回シリーズの第１回

74



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容

■意見交換

ここまでのお話を聞いて、意見交換

75
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内容本日の内容

■ケアの見直しと業務改善
職員のモチベーションアップの具体策

・前回の復習・Q&A
・老健におけるケアのあり方と業務改善
・職員のモチベーションアップの具体策
・継続的な学習の重要性とその効果

76



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容モチベーションについて
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■皆さんはどんな時に「上がる？」「下がる？」

下がる時上がる時
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モチベーションを考えるにあたって

78

■ストレスケア、メンタルヘルス
■感情コントロール、アンガーマネジメント、平常心
■レジリエンス
■モチベーション

自分の〇〇
相手の〇〇
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内容モチベーションについて
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１．行う理由、行わない理由が分かる（論理性、客観性）
２．本人固有の理由（動機）と合致する
３．できそうだと思えること
４．できないことができるようになったという実感
５．傾聴、把握、理解、共感、承認（感謝）
（分かってくれる、分かってくれようとしてもらえる）

６．情報や現状・目標・取り組みについての共有
７．意見を求められる
８．役割があって、一定程度任される
９．新しいチャレンジ
10．明確な責任範囲、計画性、予測可能性が高い
11．良好な人間関係、仲間意識
12．自己の利益につながる
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内容管理職のモチベーションアップ

80

１．利用者さん・ご家族からの感謝
２．上司・同僚・部下からの感謝
３．法人外の関係者からの感謝
４．自分自身の家族からの感謝
５．利用者さん・ご家族の状態が改善
６．目標達成、理想の具体化
７．部下の成⻑
８．自分自身の成⻑
９．昇進・昇給・責任ある仕事を任せられる
10．法人の方向性と自分自身の向かうところが同じ



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

強み発見テスト

81

■無料版（有料版だと＠2,000〜5,000円程度で詳細なレポートあり）

■基本は英語版のため、
使い方動画も作成した

■強みは弱みにもなり、
弱みは強みにもなるため
一概には言えないが…

■榊原は…
好奇心、スピリチュアリティ（信念）、創造性、向学心、忍耐力
審美眼、熱意、愛情
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働く意味・目的・理由
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モチベーションとは何か？

人が何かをする際の
「動機づけ」や「目的意識」
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働く意味・目的・理由
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■教会をつくる仕事について

人の心を癒す空間をつくっている職人D

教会をつくっている職人C

壁をつくっている職人B

石を積んでいる職人A 行為

目的

大目的

意味
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介護の仕事とその効果

84

効果２効果１仕事内容

家族の生活安定利用者の生活安定
入院せずに済む

日常のケア
（食事、排泄、入浴、
服薬、清掃…）

利用者の生活安定
→在宅生活の継続

家族の休息
→家族の心身の安定レスパイト、お預かり

家族の生活の安定
利用者の楽しみ・喜び
→利用者の精神的安定
→利用者の拒否減る
BPSD減る・夜間良眠

アクティビティ
しつらえ工夫
他者との交流

家族の負担軽減利用者のできることが
増える自立支援、機能訓練

利用者、家族の安心傾聴、相談、助言

※通常のサービス業なら、〇〇を望む人に〇〇を提供する。
しかし、介護サービスでは、表面的には相手が望んでいないこ
とでも、気持ちよく受け取ってもらえるような工夫が必要！

困難事例
拒否がある方への
サービス

マザー・テレサ：「人生の９９％が不幸だとしても、
最期の１％が幸せならばその人の人生は幸せなものに変わる」
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ある介護職へのインタビューより
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■何がやる気にさせてくれるのか？頑張ろうと思えるのか？
➢利用者から好かれる、頼りにされる、（拒否も少なくなる）
➢職場の人たちからも、頼りにされる、助かると言われる

■どうしたら、そうやって好かれたり、評価されるのですか？
➢利用者によく話かける、関わる、一緒にやる
➢しっかり関わっているから記録も充実する
➢関わる時には、否定しない、嫌な顔しないことも心掛けている。だって、
利用者は自分でできなくなっている状態だから。これが仕事と思うから。

➢トイレが汚いのも気になる。利用者に嫌な思いをさせる。利用者は自分で
トイレをきれいにできない。トイレをきれいに保つのも仕事だと思う。

➢時間がない？でも、気付かない人（職員）は時間があったってやらないと
思う。

➢日々の業務の中では利用者に対してイライラすることもあるが、利用者の
せいにしてはいけないと思う。プロとしてまずいと思う。介護職としての
自分がいる意味を考えたらこうなる。
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職員のニーズとは？

86

・生活の安定（収入）
・適切な評価と承認
・成⻑、スキルアップ（昇進含む）
・仕事のやりがい（理念と実践）
・職場の楽しさ（仕事以外のつながり含む）
・良好な人間関係（上司、同僚）
・プライベート、家族
・働きやすさ（休憩、休日（有休、希望休））、安全

・以上を把握し、改善する体制や仕組み
・以上についての納得いく説明、意見交換
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内容天晴れ介護サービス総合教育研究所の将来像

■セルフイメージ

介護現場に良い影響をもたらす人間
＝研究者、知恵袋、コーチ
＝パートナー、当事者、経営者
※大量情報×独自フィルター×編集技術
＝中庸かつ高水準のコンセプト＆ノウハウ
＝作品を生み出すクリエイター

■将来像

１．介護事業の教育インフラ整備･普及
２．介護事業のモデルケースを示す

■仕事（作品）に対するこだわり

１．人に学び、人に対して気持ちよく、
人を大切にする

２．丁寧、正確、中庸
３．サービス精神
４．コンセプト＆ノウハウ
５．異質のものの統合

■使命

１．経営と現場を一気通貫でつないで
介護現場をよくする研究・活動

２．人と人とがお互いに学びあい、
気持ちよく支えあえる社会づくり

■問題意識
いい介護職はいても、いい介護現場はなかなかない
→介護現場がよくならないと、利用者も職員も幸せになれない
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モチベーションの対象

88

■生活の糧としてのモチベーション
→自分や家族の生活を守る、趣味や余暇活動

■介護の仕事に対するモチベーション
→利用者や家族の笑顔、専門職としてのスキルアップ

■法人、事業所、職場に対するモチベーション
→帰属意識
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本日の内容

■意見交換

ここまでのお話を聞いて、意見交換
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内容本日の内容

■ケアの見直しと業務改善
職員のモチベーションアップの具体策

・前回の復習・Q&A
・老健におけるケアのあり方と業務改善
・職員のモチベーションアップの具体策
・継続的な学習の重要性とその効果
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人を大切にするということは、
その人が大切にしているものを大切にすること

利用者を大切に、職員を大切に
そして、自分自身も大切に・・・

最後に・・・
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内容本日の内容
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チーム力アップと業務改善（全4回）

第１回 7月19日（水）
チームワーク強化と接遇・マナー向上、不適切ケア防止の具体策
●チームワーク強化とは
●虐待とは何か／●不適切ケアとは何か／●尊厳とは何か
●利用者からの暴力について／●身体拘束防止の考え方と具体策
●接遇・マナーについて

第２回 8月24日（木）
業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策
●前回の復習・Q&A／●業務の標準化について
●個別ケアについて／●職員育成・成⻑の具体策
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チーム力アップと業務改善（全4回）

第３回 9月15日（金）
チームケアと多職種連携、家族・地域連携の具体策
●前回の復習・Q&A／●チームケア・会議・コミュニケーション
●多職種連携、役割分担／●家族・地域との連携

第４回 10月18日（水）
ケアの見直しと業務改善、職員のモチベーションアップの具体策
●前回の復習・Q&A／●老健におけるケアのあり方と業務改善
●職員のモチベーションアップの具体策
●継続的な学習の重要性とその効果
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継続的な学習の重要性！
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■成⻑のために
・ギャップを埋める＆強みを活かす
・時間とエネルギーをかけた分だけ成⻑する
・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く
・成⻑は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う
・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる
・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える
・学びが理想をつくり、理想が学びを生む
■メンテナンスのために
・いつも良い状態を保てるとは限らない……。
・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要
■自分自身、そしてチームワーク
・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる
・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携
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継続的な学習の機会を持つために
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動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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研修・動画の内容
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 経営者・経営幹部向けセミナー（20時間相当＋α）
 管理職向けセミナー（20時間相当＋α）
 ケアマネジャー向けセミナー（10時間相当＋α）
 全職員向け法定研修シリーズ（10時間相当＋α）
 新人職員向けセミナー（10時間相当）
 ⾚本・⻘本・緑本通読セミナー（20時間相当＋α）
 1日集中講座シリーズ！（30時間相当）

（稼働率、人材確保、管理職養成、実地指導、ケアマネジメント等）
 令和3年度介護報酬改定セミナー（10時間相当）
 リーダー、相談援助職のための説明力向上講座（5時間相当）
 最新情報＆トピックス「マンスリー・ジャーナル」（20時間相当）
 工藤ゆみさんのコミュニケーション力向上講座（20時間相当）
 進絵美さんの面談スキル向上講座（5時間相当）
 吉村ＮＳの看護セミナー（5時間相当）
 ケアマネジャー受験対策セミナー（15時間相当）
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内容介護現場をよくするライブラリー
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Facebookライブ！／YouTube動画
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LINE公式アカウント始めました！
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■対象者

・介護事業の永続的な成功を目指す経営者・経営幹部の方
・管理職・専門職・講師業等でスキルアップしたい個人の方

※LINE登録特典動画「経営から現場まで！介護事業の永続的な
成功を実現する３つの取り組み」をプレゼント！（＾＾）

11月1日夜、LINE会員さん限定で
「適切な指導とパワハラ防止の具体策」セミナーに

無料でご招待します！
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限定公開facebookグループにて
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■介護保険制度改正・報酬改定の内容を
月２回、ライブ（30分程度）でお送りします！
※10月から来年４月くらいまでやります
是非、ご参加下さいませ ＆
お仲間をお誘い下さいませ（＾＾）
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介護保険制度改正･報酬改定ライブ！

102

■10月〜4月くらいまで月2回程度開催

■10月
15日（日）21時：プレライブ（榊原の不定期ライブ）
22日（日）21時：①介護保険法改正

医療と介護の意見交換会より
29日（日）21時：②サービス横断的事項

■11月
5日（日） 21時：③多機能系・通所系サービス
25日（土）21時：④訪問系・施設系サービス
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内容無料プレゼント！
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チーム力アップと業務改善
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